
『おだんご 5 ほん』の
おつかいを頼まれたケ
ンちゃん。忘れないよ
うに「おだんご ごほん」
と言いながら、お店に
向かいます。途中「ガ
タン ゴトーン」と電車
が通り、繰り返す言葉
が『オダン ゴトン』に
変わってしまい…。

ゲ ー テ 学 者 の 博 把 統
一は、一家団欒のディ
ナーで、彼の知らない
ゲ ー テ の 名 言 と 出 会
う。 テ ィ ー・ バ ッ グ
の タ グ に 書 か れ た そ
の 言 葉 を 求 め て、 膨
大な原典を読み漁り、
長 年 の 研 究 生 活 の 記
憶を辿るが…。

分析と考察を武器に、
芸 歴 7 年 目 の 若 手 な
がら様々な分野で結果
を残してきた令和ロマ
ン。そんな令和ロマン
のブレーン・髙比良く
る ま が M-1 と 漫 才 を
考えて考えて考え尽く
した一冊。

中央公民館の
図書室から
オススメの本を
ご紹介します。

中央公民館図書室（℡ 565-2434 内線 2121）

ゲーテはすべてを言ったおだんごとん 漫才過剰考察
鈴木 結生／著ガタロー☆マン／著 高比良 くるま／著

本

Books

今月のオススメ

を紹介します。

問

ダニアル先生の

Vol.20
　前回のウキウデイブックに書いたように、クリ
スマスと新年を家族と過ごすため、冬休みにイギ
リスに帰りました。イギリスでは、とても楽しい
時間を過ごしました。ロンドンは川俣町ほど
大雪ではなかったけれど、雪が残っていて、
とても寒かったです。でも、せっかく帰国
したので、寒さを我慢してロンドン市内
を観光しました。雨の中、ビッグ・ベン
という有名な時計台を見に行きました。
ビッグ・ベンに寄りかかっている写真
を撮ろうとしたのですが、上手く撮れ
ませんでした。その後、大英博物館に
行きました。私は小さい頃、考古学者に
なりたかったので、博物館は私にとってと
ても興味深い場所です。どれも興味深かっ
たのですが、特にミイラやエジプトの展示

物を見るのが楽しかったです。みなさんも機会が
あれば、じっくりと時間をかけて見物してほしい
と思います。
　また、ロンドンにいる間、劇場でミュージカル
も観ました。みなさんもロンドンに行ったら、ぜ
ひミュージカルを見てください！毎日いろいろな
種類のミュージカルが上演されていてクオリティ

も高いです。ただ、ミュージカルによっては４
時間近い長丁場にな
るので、眠くなって
しまうかもしれませ

ん…。イギリスには
こ の 他 に も た く さ ん

の見どころがあります。
みなさんも興味があれ

ば、ぜひイギリスに行っ
てみてください！

デイ ッ
キ キ

ブ
ウ ウ

ク

齋
藤  

忠
孝

高
野  

美
智
子

土
田  

さ
た

古
川  

敬
三

水
口  

美
希

小
雨
降
る
草
む
ら
の
中
の
子
育
て
を

人
に
見
せ
た
し
雉
の
姿
を

か
わ
ま
た
短
歌
会

町
民
文
芸

天
候
の
調
和
が
く
ず
れ
て
行
く
時
代

想
定
超
え
る
災
害
の
数

丘
の
上
の
銀
杏
の
ひ
と
樹
葉
を
落
し

細
き
枝
々
寒
空
を
さ
す

大
雨
の
降
る
中
届
き
し
朝
刊
を

ビ
ニ
ー
ル
に
包
み
て
配
達
に
行
く

塀
越
し
に
菜
の
や
り
と
り
せ
し
媼

ホ
ー
ム
に
入
り
て
十
三
年
過
ぐ

★福島警察署川俣分庁舎  ℡ 566-3121 ★

川俣分庁舎だよりPolice
2025年度

福島県警察官B（第1回）採用候補者試験

〇受験資格

〇受付期間
　第 1次試験日
詳細は福島県警ホームページか採用フリーダイヤル
（0120-276-314）まで。

2025 年度福島県警察官 B（第 1 回）採用試験を以下のと
おり行う予定です。

17歳以上33歳未満の方で、以下に該当しない方
・大学を卒業した方（見込みの方を含む）
・高等学校に在学中の方
3月 3日㈪～ 4月 4日㈮
　　5月 18 日㈰

こ
の
度
、川
俣
短
歌
会
は
、三
十
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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部門（広報紙・組み写真） 年連続特選受賞
　第 71 回福島県市町村広報コンクールにおいて「広報かわまた」が広報紙（町村）の部と組写真で特選、
一枚写真の部で入選となりました。これは、いつも取材にご協力いただいている町民のみなさん、そして、
輝く町の子どもたちのおかげです。今後も広報活動へのご協力をお願いいたします。

山
木
屋
八
坂
神
社

三
匹
獅
子
舞

三
匹
獅
子
舞

最
初
の
舞

最
後
の
舞

後
継
者
と
し
て

先
代
と
し
て

10
月
６
日
、
町
の
無
形
文
化
財
で
あ

る
山
木
屋
八
坂
神
社
三
匹
獅
子
舞

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
匹
獅
子
舞
は

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
と
さ
れ
、
五
穀
豊
穣

や
無
病
息
災
を
願
い
、
山
木
屋
地
区
の
小
学

生
か
ら
高
校
生
が
舞
手
を
務
め
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
の
影
響

や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
担
い
手
と
な
る
子
ど

も
た
ち
が
減
少
。
今
年
は
約
４
０
０
年
の
歴

史
の
中
で
初
と
な
る
山
木
屋
地
区
外
か
ら
舞

手
の
募
集
を
し
、
舞
手
と
し
て
高
橋
陸
斗
さ

ん
、
菅
野
岳
さ
ん
、
横
田
知
佳
さ
ん
が
獅
子

役
を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
女
性
の

舞
手
が
誕
生
し
、
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
塗
り

替
え
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の

日
は
、
震
災
後
か
ら
先
代
の
獅
子
役
を
務
め

た
3
名
の
最
後
の
奉
納
と
な
り
、
そ
の
力
強

い
舞
に
多
く
の
人
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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広報かわまた 12 月号 広報かわまた 11 月号（32‐33ページ）

「可能性」をテーマに川俣町の可能性を広げ、未来へと
繋いでいる皆さんを取材しました。

400 年以上続くの歴史上、初となる山木屋地区外、
そして女性の舞手が誕生した瞬間を撮影しました。

この町の未
来には

震災やコロ
ナ禍といっ

た困難を乗
り越えた私

たちの可能
性は

今、大きく
広がり、新

しい可能性
へと繋がり

始めていま
す。

この町の未
来の可能性

を考えたと
き

未来のあり
方を決める

のもその可
能性となる

のも

この町に住
む「私たち

」なのでは
ないでしょ

うか。

可能性とは
未確定なも

の。私たち
の選択によ

って大きく
変わります

。

私たちは無
限に広がる

この町の可
能性として

「消滅可能
性自治体」

という

困難を乗り
越えること

ができるは
ずです。

無限の可能
性がある

13

12

未来の可能
性特

集

　
４
月
24
日
、
民
間
の
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
人

口
戦
略
会
議
」
が
、
将
来
的
に
「
消
滅
の
可
能
性
が

あ
る
」
と
見
な
し
た
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
福
島
県
で
は
浜
通
り
地
方
の

13
市
町
村
を
１
つ
の
自
治
体
と
み
な
し
、
計
47

自
治
体
と
し
て
推
計
。
そ
の
結
果
、
７
割
以
上

に
あ
た
る
33
市
町
村
が
「
消
滅
可
能
性
自
治

体
」
に
該
当
し
、
私
た
ち
の
住
む
川
俣
町
も

そ
の
う
ち
の
1
つ
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
は
、

２
０
２
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
の
30
年
間

で
20
～
30
代
女
性
が
50
％
以
上
減
少
す
る

と
推
計
さ
れ
る
自
治
体
を
指
し
、
川
俣

町
は
そ
の
数
値
が
約
78
％
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
こ
の
数
値
は
福
島
県
内
で
最
も

高
い
減
少
率
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新

聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
東
日
本
大

震
災
の
影
響
な
ど
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な

推
移
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず

し
も
正
確
な
推
計
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
衝
撃
的
な
公
表
は
多
大
な
不

安
を
私
た
ち
に
与
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
こ
の
町
の
未
来
を
考
え
た

と
き
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。

衝
撃
走
る
公
表

消
滅
可
能
性
自
治
体

未
来
の
可
能
性

特集
　「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
。
衝
撃
的
な

言
葉
と
と
も
に
突
如
と
し
て
突
き
つ
け
ら

れ
た
現
実
に
私
た
ち
の
住
む
こ
の
町
の
未

来
に
つ
い
て
大
き
な
不
安
を
抱
い
た
方
も

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　全
国
的
に
見
て
も
高
い
高
齢
化
率
や
減

少
す
る
出
生
率
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
急
増
し
た
転
出
者
な
ど
私
た
ち
の

住
む
町
が
抱
え
る
問
題
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。　し

か
し
、
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
中
、
こ
の
町
の
未
来
を
信
じ
、

未
来
の
可
能
性
を
広
げ
よ
う
と
挑
戦
を
続

け
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　今
月
の
特
集
で
は
町
に
あ
る
「
可
能

性
」
を
テ
ー
マ
に
私
た
ち
が
住
む
町
の
可

能
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

かわまた
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「
東
洋
一
の
シ
ル
ク
」
と
し
て
国
内
外
問
わ
ず
そ
の
名
を

馳
せ
た
「
川
俣
シ
ル
ク
」
。
化
学
繊
維
の
普
及
や
ア
ジ
ア

諸
国
か
ら
の
安
価
な
繊
維
製
品
の
輸
入
に
よ
り
大
き
な
影

響
を
受
け
る
中
、
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の
あ
る
製
品
が
世

界
の
舞
台
で
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

齋栄織物株式会社

齋藤 栄
えい

太
た

さん

「
〝
川
俣
シ
ル
ク
〟
は
『
高
級
品
で
扱
い
が

難
し
い
』
そ
の
よ
う
に
お
考
え
の
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
国
内
消

費
量
は
減
り
続
け
、
30
年
前
に
２
０
０
軒
以

上
あ
っ
た
町
内
の
機
屋
は
、
4
軒
に
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
し
ま
し
た
」
そ
う
話
す
の
は
齋

栄
織
物
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
齋
藤
栄
太

さ
ん
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
化
学
繊
維
の

台
頭
と
と
も
に
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

た
川
俣
シ
ル
ク
で
し
た
が
、
最
近
、
大
き
な

流
れ
の
変
化
が
起
き
て
い
る
と
齋
藤
さ
ん
は

言
い
ま
す
。

繊
維
業
界
の
変
化

世
界
が
注
目
「
３
Ｄ
シ
ル
ク
」

可
能
性
を
広
げ
る
３
本
の
柱

塩
×
川
俣
シ
ル
ク

　
今
年
１
月
に
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
、

生
地
業
界
で
世
界
二
大
展
示
会
の
１
つ
と

さ
れ
る
「
第
38
回
ミ
ラ
ノ
ウ
ニ
カ
」。
そ

の
展
示
会
で
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の
出
展

し
た
「
３
Ｄ
シ
ル
ク
」
が
６
０
９
社
・
約

２
，
０
０
０
点
の
展
示
品
の
中
で
来
場
者

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
数
が
最
も
多
く
、
展
示

素
材
の
中
で
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
３
D
シ
ル
ク
」
の
誕
生
後
、
こ
れ
ま
で

も
年
２
回
同
展
示
会
に
出
展
し
て
き
た
も

の
の
、
こ
れ
ほ
ど
の
反
応
は
今
回
が
初
め

て
。
齋
藤
さ
ん
は
「
川
俣
シ
ル
ク
が
ま
だ

ま
だ
世
界
で
通
用
す
る
と
い
う
証
明
が
で

き
ま
し
た
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
の
化
学

繊
維
の
シ
ェ
ア
率
が
高
い
繊
維
業
界
で
す

が
、
今
回
の
展
示
会
の
評
価
か
ら
し
て
も

川
俣
シ
ル
ク
の
可
能
性
は
私
た
ち
の
技
術

の
向
上
や
販
売
戦
略
に
よ
っ
て
無
限
に
広

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
そ
う
話
す
目

は
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
「
3
Ｄ
シ
ル
ク
」
が
開
発
さ
れ
た
の
は

約
8
年
前
。
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
内

閣
総
理
大
臣
賞
」
や
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
」
を
受
賞
し
た
齋
栄
織
物
株
式
会
社
の

商
品
、
世
界
一
薄
い
絹
織
物
「
フ
ェ
ア

リ
ー
・
フ
ェ
ザ
ー
」
内
の
タ
ン
パ
ク
質
を

塩
分
で
溶
か
し
、
生
地
を
収
縮
さ
せ
て
柄

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
「
塩
縮
加
工
」
を
施
す

こ
と
で
誕
生
し
ま
し
た
。「
現
在
、
世
界

的
に
天
然
由
来
の
原
材
料
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ シ

ョ
ン
の
流
行
に
よ
る
過
剰
生
産
や
大
量

廃
棄
な
ど
の
多
大
な
環
境
負
荷
が
国
際
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
多

く
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
が
〝
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
〟
を
意
識
し
た
取
組
に
舵

を
切
り
始
め
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時

代
の
変
化
も
あ
り
『
塩
と
川
俣
シ
ル
ク
』

と
い
っ
た
天
然
由
来
の
素
材
を
生
か
し
た

生
地
と
日
本
の
伝
統
技
法
を
生
か
し
た
凹

凸
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
海
外
で
の
高
い
評
価

を
受
け
る
要
因
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
」
そ
う
齋
藤
さ
ん
は
分
析
し
て
い
ま
し

た
。

　
１
９
５
２
年
創
業
の
齋
栄
織
物
株
式
会

社
は
齋
藤
さ
ん
が
３
代
目
。
昔
か
ら
大
き

く
3
つ
の
分
野
を
中
心
に
経
営
戦
略
を

行
っ
て
き
た
と
話
し
ま
す
。
「
実
は
工
業

製
品
も
経
営
を
支
え
る
大
き
な
柱
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー

や
電
材
な
ど
み
な
さ
ん
の
身
近
な
も
の
に

シ
ル
ク
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
地
の
海

外
輸
出
、
国
内
取
引
、
工
業
製
品
の
３
本

の
柱
で
川
俣
シ
ル
ク
の
発
展
に
尽
力
し
た

い
で
す
」
そ
う
齋
藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

福
島
県
織
物
同
業
会
事
務
局
長

藤
原 

和か
ず

一い
ち

さ
ん

川
俣町の機屋は得意な商品が異なっており、川俣町

だけでも幅広い種類の絹製品を生産しています。

その中でも齋栄織物株式会社はフェアリーフェザーをは

じめ、様々な製品開発と展示会への出展を精力的に行っ

ており、その結果が今回の評価に繋がったのではないか

と思います。「絹の町川俣」といわれた川俣町でも機屋

は4軒になりましたが、同業会でも展示や販売会などを

継続的に行い、未来に残していきたいと思います。

1.糸繰りをしている様子　2.精錬後に生地を乾かしている　

3.工場内には機織り機が並ぶ　4.フェアリーフェザー　

5.３Dシルクで制作した商品　6 糸繰りの準備の様子
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ミラノウニカで脚光を浴びた３Dシルク
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第第 7070 回福島県市町村広報コンクール回福島県市町村広報コンクール

本作は、2023 年 9 月に放送された本
郷奏多・大沢⼀菜が W 主演を務め

た木ドラ 24「姪のメイ」と同じく福島 12
市町村を舞台にしたドラマであり、今回は
実在する 12 名の移住者たちにフォーカス
した 1 話完結のドラマです。葛藤や挫折を
しながらもそれぞれの課題に挑戦して移住
に至る姿や、福島県の人々との交流を通じ
て成長していく様子を、実在する場所やモ
デルとなる人物にインタビューを行い、そ
こから着想を得たストーリーをオムニバス
形式で紡ぎます。

第 11 話川俣町

キャスト：黒木華 / 小賀ひとみ役
脚本：石黒麻衣
監督：戸田彬弘

結婚を機に川俣町へと移住する。専業主婦として暮
らしていたが、町の人々との温かい交流や友人の結
婚をきっかけにやりたいことを見つけ…。

風のふく島

4 135月　日(土 ) 時から放送福島
テレビで

（川俣町編）

福島 12市町村移住者たちの実話を基に紡ぐオムニバスドラマ !

かわまた 2025-315




